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《国内・国際》
現金給与 ２年ぶり ０．２％減少2/2

厚生労働省が１日発表した毎月勤労統計調査(速報)によると、２０１１年に支払われた現金給与総額の月平

均は、前年比０．２％減の３１万６６４２円と２年ぶりに減少した。正社員の給与総額は横ばいだったが、景

、 。気悪化や東日本大震災に伴う節電などの影響でパートタイマーの労働時間が減り 賃金が減少したことが要因

基本給が０．４％減の２４万４０５６円、残業代が０．８％増の１万８３４９円、賞与が０．３％増の５万４

２３７円だった。調査は従業員５人以上の事業所に対して実施した。

介護保険料 ４０～６４歳 ４７００円（２０１２年度）2/17
２０１２年度の４０～６５歳の介護保険料が、平均で月額４６９７円と過去最高を更新する見通しとなった

ことが１６日、厚生労働省の推計でわかった。２０１１年度の４５１６円に比べ１８１円の増。高齢化の進行

で、介護保険導入時の２０００年度の２０７５円と比べると約２．３倍まで膨らむ。厚労省は今後も保険料の

上昇は続くとみており、２０１３年度には保険料が月額５０００円の大台にのるとみている。必要なサービス

の供給と保険料負担とのバランスをどう取るかが課題となる。

社会保険料 家計を圧迫2/18
総務省が１７日発表した２０１１年通年の家計調査によると、勤労者世帯１世帯あたりの社会保険料は、月

平均で４万６２４０円となり、実収入に占める割合が初めて１割を超えた。年金や医療などの保険料アップで

会社員の負担が増したためだ。とりわけ働き盛りの４０～５０歳代の負担が重い。家計の購買力を損ない、消

。 、 ．費の活力を奪う一因といえそうだ 社会保険料に所得税など税負担も合わせると 実収入に占める割合は１７

６％に達した。

高卒就職内定率 ８０．４％2/18
今春卒業予定の高校生の就職内定率は、昨年１２月末で８０．４％になり、前年同期比２．５ポイント増だ

、 。 ． ． 、 ．ったことが１７日 文部科学省の調査でわかった 男子が８４ ４％(前年比２ ０ポイント増) 女子は７４

６％(同３．２ポイント増)。就職希望者約１８万５０００人に対して内定者は約１４万８０００人。内定の決

まっていないのは約３万６０００人(男子約１万７０００人、女子約１万９０００人)だった。

男女の賃金格差 最少2/23
厚生労働省が２２日発表した賃金構造基本統計調査(全国)によると、２０１１年のパートを除く一般労働者

の平均賃金で、男女間の格差が過去最小となった。医療・福祉分野で活躍する女性の賃金の伸びが後押しし、

女性の平均賃金は男性の７割まで上昇した。全体の賃金も前年比０．２％増の２９万６８００円で２年連続の

プラスとなり、２０００年代前半からの減少基調がようやく下げ止まってきた。

《県内》
県内観光客数 微増 ２６８８万人2/18

山口県が１７日に発表した２０１１年県観光客実態調査の速報によると、昨年１年間の県内の観光客数は、
２６８８万１千人で前年より１９万３０００人(０．７％)増加した。県観光交流課によると、東日本大震災の
影響で１～６月の上半期は前年と比べ大幅に減少。しかし、７～１２月の下半期は「おいでませ！山口イヤー
観光交流キャンペーン」のプレキャンペーンの実施、山口国体、全国障害者スポーツ大会山口の開催効果もあ
って年間観光客数は前年をわずかながら上回った。県は歴史の道萩往還のウオーキングツアーや古地図を使っ
た町歩きなどのイベントがある「おいでませ！山口イヤー観光交流キャンペーン」の本キャンペーンを３月か
ら８月末まで展開し、年間観光客３千万人構想の目標達成を目指す。

昨年有効求人倍率 ０．７３倍2/22
山口労働局は、県内の２０１１年の有効求人倍率が０．７３倍だったと発表した。２０１０年を０．１２ポ

イント上回り、リーマンショックの影響で過去最悪だった２００９年から２年連続で前年を上回った。全国平
均(０．６５倍)より高く、都道府県別では全国１３位だった。平均有効求人数は２万２８５人(前年比２２８６
人増)、同求職者数は２万７６９０人(同１６４７減)だった。山口労働局は「卸・小売業や医療・福祉関係で求
人が増えたが、有効求人倍率は１倍を下回っており、依然として厳しい状況」としている。


